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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年11月17日(2011.11.17)

【公表番号】特表2008-521837(P2008-521837A)
【公表日】平成20年6月26日(2008.6.26)
【年通号数】公開・登録公報2008-025
【出願番号】特願2007-543647(P2007-543647)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  14/415    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/435    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/566    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/36     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/35     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ  14/415   ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ  14/435   　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｑ
   Ｇ０１Ｎ  33/566   　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/36    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/35    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年9月22日(2011.9.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アレルゲン活性が低下した野生型タンパク質アレルゲンＤｅｒ　ｐ　２誘導体を生成す
る方法であって、
　アレルゲン活性を有する野生型タンパク質アレルゲンＤｅｒ　ｐ　２を用意する工程と
、
　上記Ｄｅｒ　ｐ　２を、アレルゲン活性が低下した、またはアレルゲン活性が欠如した
２つのフラグメントにスプライシングする工程と、
　上記２つのフラグメントを逆方向に再結合する工程とを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　上記誘導体は、宿主によって組換えタンパク質として生成され、当該宿主は特に高い発
現能力を有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　上記Ｄｅｒ　ｐ　２と比較したときの上記Ｄｅｒ　ｐ　２誘導体によるＩｇＥ結合能の
抑制低下率が、少なくとも１０％であることによって、上記Ｄｅｒ　ｐ　２誘導体のアレ
ルゲン活性の低下を評価することを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
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【請求項４】
　アレルゲンに感作した患者の血清ＩｇＥ抗体が、点染色した上記Ｄｅｒ　ｐ　２誘導体
に対して結合しないことによって、上記Ｄｅｒ　ｐ　２誘導体のアレルゲン活性の低下を
評価することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　上記Ｄｅｒ　ｐ　２誘導体を薬学的に許容される添加剤と組み合わせて、医薬調整物と
することを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　上記Ｄｅｒ　ｐ　２誘導体を適当なワクチン補助剤と組み合わせて、薬学的に許容され
たワクチン調整物とすることを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　上記Ｄｅｒ　ｐ　２誘導体をさらなるアレルゲンと組み合わせて、混合ワクチン調整物
とすることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　上記アレルゲンは、野生型アレルゲン、野生型アレルゲンの混合物、組換え野生型アレ
ルゲンの混合物、野生型タンパク質アレルゲン誘導体の混合物またはこれらの混合物であ
ることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　上記調整物は、アレルゲン抽出物をさらに含有していることを特徴とする請求項５から
８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　１からＺのアミノ酸からなるアミノ酸配列を有する野生型タンパク質アレルゲンＤｅｒ
　ｐ　２のＤｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体であって、
　上記Ｄｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体は、野生型アレルゲンＤｅｒ　ｐ　２の２つのフ
ラグメントを、Ｎ末端からＣ末端に向かう方向に隣接して含有し、Ｎ末端側の当該フラグ
メントは、Ｘ～Ｚのアミノ酸からなるアミノ酸配列により示され、Ｃ末端側の当該フラグ
メントは、１～Ｘのアミノ酸からなるアミノ酸配列によって示されるものであり、当該２
つのフラグメントは、アレルゲン活性が低下または欠落していることを特徴とするＤｅｒ
　ｐ　２アレルゲン誘導体。
【請求項１１】
　上記Ｘ～Ｚのアミノ酸からなるアミノ酸配列、および上記１～Ｘのアミノ酸からなるア
ミノ酸配列は、少なくとも３０アミノ酸からなることを特徴とする請求項１０に記載のＤ
ｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体。
【請求項１２】
　上記Ｘ～Ｚのアミノ酸からなるアミノ酸配列と、上記１～Ｘのアミノ酸からなるアミノ
酸配列とは、その全長において、５０％以下相違することを特徴とする請求項１０または
１１に記載のＤｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体。
【請求項１３】
　請求項１０から１２のいずれか１項に記載のＤｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体と、さら
なるアレルゲン、野生型アレルゲン、野生型アレルゲンの混合物、組換え野生型アレルゲ
ンの混合物、野生型タンパク質アレルゲン誘導体の混合物またはそれらの混合物とを含有
していることを特徴とするＤｅｒ　ｐ　２アレルゲン組成物。
【請求項１４】
　アレルゲン抽出物をさらに含有していることを特徴とする請求項１３に記載のＤｅｒ　
ｐ　２アレルゲン組成物。
【請求項１５】
　薬学的に許容される添加剤をさらに含有していることを特徴とする請求項１３または１
４に記載のＤｅｒ　ｐ　２アレルゲン組成物。
【請求項１６】
　請求項１０から１５のいずれか１項に記載のＤｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体またはＤ
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ｅｒ　ｐ　２アレルゲン組成物を、アレルゲン特異的免疫療法の医薬の調整に使用する使
用方法。
【請求項１７】
　請求項１０から１５のいずれか１項に記載のＤｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体またはＤ
ｅｒ　ｐ　２アレルゲン組成物を、受動免疫のための医薬の調整に使用する使用方法。
【請求項１８】
　請求項１０から１５のいずれか１項に記載のＤｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体またはＤ
ｅｒ　ｐ　２アレルゲン組成物を、予防免疫のための医薬の調整に使用する使用方法。
【請求項１９】
　上記医薬は、補助剤、希釈剤、防腐剤またはこれらの混合物をさらに含有することを特
徴とする請求項１６から１８のいずれか１項に記載の使用方法。
【請求項２０】
　上記Ｄｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体を１０ｎｇ～１ｇ含有することを特徴とする請求
項１６から１９のいずれか１項に記載の使用方法。
【請求項２１】
　請求項１０から１５のいずれか１項に記載のＤｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体を生成す
る方法であって、
　請求項１０から１５のいずれか１項に記載のＤｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体をコード
するＤＮＡを用意する工程と、
　上記ＤＮＡを用いて宿主細胞を形質転換する工程と、
　上記宿主細胞において上記Ｄｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体を発現させ、上記Ｄｅｒ　
ｐ　２アレルゲン誘導体を単離する工程とを含むことを特徴とする方法。
【請求項２２】
　上記宿主細胞は、高い発現能力を有していることを特徴とする請求項２１に記載の方法
。
【請求項２３】
　請求項１０から１５のいずれか１項に記載のＤｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体を、化学
合成により生成することを特徴とするＤｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体の生成方法。
【請求項２４】
　１から１２９のアミノ酸からなるアミノ酸配列を有する野生型タンパク質アレルゲンＤ
ｅｒ　ｐ　２のＤｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体であって、
　上記Ｄｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体は、野生型アレルゲンＤｅｒ　ｐ　２の２つのフ
ラグメントを、Ｎ末端からＣ末端に向かう方向に隣接して含有し、Ｎ末端側の当該フラグ
メントは、５４～１２９のアミノ酸からなるアミノ酸配列により示され、Ｃ末端側の当該
フラグメントは、１～５３のアミノ酸からなるアミノ酸配列によって示されるものであり
、当該２つのフラグメントは、アレルゲン活性が低下または欠落していることを特徴とす
るＤｅｒ　ｐ　２アレルゲン誘導体。
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